
ちなみに・・・ 

花咲小は明治

９年に開校され

道内で３番目に

できた学校です。 
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 令和７年３月１４日、東根室駅が廃駅となりましたね。私が根高商業科在学 

中に友人の家に行く途中の通り道で見かけるぐらいで、私のイメージでは、 

廃駅時の様子というより右の画像のイメージが強いです。よく「根室高校や 

根室は歴史のある地域です」と見聞きしてきたかと思いますが、今回の東根室  ２０１４年頃 

駅が廃駅になるにあたって根室の物流の歴史について少しご紹介します。 

明治１５年から約４年間三県一局時代 

「根室県」が存在していました。 

人口は少ないですが北海道東部の開拓の 

中心地として発展していきます。 

（明治３９年に根室実業学校 

のちの根室高校が開校します） 

昭和
 

４年「根室拓殖鉄道株式会社」が歯舞（歯舞診療所の辺り）から根室（根室交通有磯営業所の

辺り）を結ぶ軌道
きどう

（線路）が開通し約２０年間昆布などの海産物の出荷を主な目的として運行されて

ました。だいたい現在の道々納沙布線上に列車が走っていて、いずれは歯舞から鳥
とり

戸石
と い し

（珸瑤瑁の辺

り）への延伸計画があったのですが残念ながら敷設
ふせつ

されず、また、国鉄（今のＪＲ）との連絡もない

まま廃
 

線となってしまいました。 

 

 

 

 

 

 

 

第二次世界大戦を経て、昭和４０年に貨物駅の国鉄「根 

室港（ねむろみなと）駅」も廃駅となり現在の路線、 

滝川駅から富良野駅及び新得駅から帯広・釧路を経て 

根室駅までを「根室本線」と呼ぶようになりました。 

  このように根室は北海道の開拓から海産物の物流など 

 様々な発信地として歴史のある地域なのです。 

根室交通 

有磯営業所 

根室高校 

歯舞診療所 

歯舞学園の辺り 

吉澤木材の辺り 

根室港駅 

根室拓殖鉄道 

文化会館側から見た線路跡の公園（旧花咲小の下

辺りを通ってみなと湯の裏辺りまで線路がありました） 

根室県 

１万人 

札幌県 

６万人 
函館県 

１４万人 


